
大きく揺れ始めたら

• 落下物から頭と手足を守る

• 棚や窓、薬品等の危険物から
離れる

• 可能であれば、扉を開け避難
経路を確保する

• 実験室にいる場合は、可能な
ら稼働中の機器を停止し、ガス、
電気を遮断する

揺れが収まったら

• 周囲の状況を確認し、身の安
全を確保する

• 余震に注意し、しばらく様子を
見る

• 作動中の実験器具等の停止

• 校内放送に注意を払う

• 避難場所、避難経路について、
教室等の掲示物を確認する
（避難場所・経路図を参照）

緊急避難場所に避難

• 教員や校内放送の指示に従い、
落ち着いて避難する

• 避難時はエレベーターは使用せ
ず、周囲の危険（地盤の液状化、
建物の倒壊等）に注意する

帰宅の判断

• 状況が落ち着いたら、交通機
関の運行状況や帰宅経路・距
離等の状況を踏まえ、帰宅の
可否を判断する（徒歩による移動可
能距離は、1時間で３～４km、１日で
20kmが目安）

• 帰宅困難な場合は大学が開設
する一時避難場所へ避難する

埼玉大学地震対応ガイド
本資料では大地震が発生した場合の留意事項を整理しています。緊急事態に備え、事前にお読みいただくと
ともに、定期的に読み返すようお願いいたします。

大地震（関東地域で震度５強以上）が発生した場合は、大学ウェブサイトからの情報を発信しますので、随時
確認してください。

地震発生時の対応

安否確認システム（ANPIC）

◆本学では、緊急事態対応のため安否確認システム「ANPIC」を導入しています。
◆関東地域で震度５強以上の地震が発生した場合、教務システム（CampusSquare）に登録された
メールアドレスに安否確認のメールが配信されます。安否確認は、行方不明者の早期発見や、授業
再開時期の決定など、大学の機能を速やかに復旧するための重要な情報となりますので、安否状況
の報告にご協力をお願いいたします。

◆災害時に備え、確実に受信できるメールアドレスの登録をお願いいたします。

※授業時等の対応
①授業中に震度５強以上 授業を打ち切り、避難する
②夜間・休日に震度５強以上

研究・実験・課外活動中の学生は、一時避難場所に避難する
③震度５弱以下 状況に応じて①②に準じて行動する
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【緊急時連絡先】
平日
◆大学院人文社会科学研究科支援室
◇大学院係 048-858-3320
◇教養学部係 048-858-3044
◇経済学部係 048-858-3286

◆教育学部支援室
◇教育学部係 048-858-3144

◆大学院理工学研究科支援室
◇理工研係 048-858-3430
◇理学部係 048-858-3345
◇工学部係 048-858-3429

◆保健センター 048-854-5356

休日・土曜・夜間
◆正門守衛所 048-858-3006
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